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研究課題名：先端計測技術の融合で実現する高耐放射線燃料デブリセンサーの研究開発 

研究代表者（研究機関名）：萩原 雅之（高エネルギー加速器研究機構） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：小泉 聡（物質・材料研究機構） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：鎌田 創（海上・港湾・航空技術研究所） 

研究期間及び研究費：平成30年度～令和2年度（3年計画）   129百万円 

項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所（1F）の炉内状況の把握、燃料デブリ取出しの早

期実現、臨界リスク管理に資するため、燃料デブリから放出される自発

核分裂中性子の計測に狙いを定め、高γ線環境下でも安定に動作する小

型ダイヤモンドセンサーと中性子コンバータからなる中性子検出用セ

ンサーを開発し、マルチフェイズドアレイ・ソナーや表層下部音波探査

装置（SBP）を利用した水中音響探査技術やVR（Virtual Reality）シス

テムなどによる遠隔操作技術と組み合わせることで水面下にある燃料

デブリの存在を「その場」で明らかにする遠隔デブリ探査技術を整備す

ることを目的として、以下の項目を行う。 

１）耐放射線集積回路の研究開発と核分裂中性子測定システムの開 

発 

２）中性子検出用ダイヤモンドセンサーの研究開発 

３）複合型センサーを搭載した水中ロボットによる遠隔計測技術の

開発 

２．総合評価 Ａ ・3つの研究開発項目を統合した確証までには至らなかったが、耐放射

線性のあるダイヤモンドセンサー・システム開発に目途を付けたこ

とは高く評価ができる。 

・高γ線下の微弱中性子線計測の可能性や耐放射線性は十分な成果が

得られたと理解するが、実機適用に向けた回路を含む総合的な耐放

射線性評価実施などの発展に期待したい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


